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相手国 活動計画

小田原市・
神奈川県
（神奈川
県）

エリトリア、
ブータン、ミャ

ンマー

【パラリンピアン等との交流】
・3か国の事前合宿を受け入れ、公開練習等地域住民との交流を実施する予定。また、毎年実施している「小田原市
障がい者レクリエーション大会」に日本人パラリンピアンを招きシッティングバレーのデモンストレーションや体
験会を実施する、バドミントン元日本代表選手等が講師となったパラバドミントン体験会を実施する等パラスポー
ツ体験会を行っており、今後も卓球やペタンクの地元競技団体等の協力を得ながら継続していく。
【ユニバーサルデザインの街づくり】
・小田原駅東口に図書館等の公共施設とホテル、商業施設からなる複合施設「ミナカ小田原」が2020年に完成予定
となっており、広幅員緑化歩道や広場を始めとする周辺整備と合わせ、ユニバーサルデザインを意識した施設を整
備していく。また、2019年には、地域のリハビリテーション連絡協議会が、アプリによる走行ログ記録を活用し、
小田原駅から小田原城までのルートを中心としたバリアフリーマップを作成した。
【心のバリアフリー】
・NPO法人の協力を得て、障害の有無に関わらず互いにその人らしさを認めあいながら共にダンスを創る「スクラ
ンブル・ダンスプロジェクト」を継続して開催している（これまで12回開催）。また、中学校総合体育大会にボッ
チャ競技の部を位置づけ、特別支援学級の生徒が学校対抗で参加している。2019年には小田原養護学校や川崎市の
中学校も参加し交流戦を実施しており、今後も地区外の学校との交流を含め継続していく予定。

大磯町・神
奈川県
（神奈川
県）

エリトリア、
ブータン、ミャ

ンマー

【パラリンピアン等との交流】
・小田原市・箱根町や町内の学校と連携し、事前合宿時の交流として3か国のパラリンピアンや日本人パラアスリー
トを招きパラスポーツ体験会を実施するとともに、東京大会後も継続的に交流する予定。また、生涯スポーツや健
康等をテーマとした町民向けイベントにおいて、2017年度から、地元パラアスリート等の指導の下、手のひらバ
レーボール、ボッチャ、車いすスラローム等のパラスポーツ体験会を実施している。
【ユニバーサルデザインの街づくり】
・「バリアフリー基本構想」に基づき、大磯駅を中心にエレベーター、多機能トイレの設置等のバリアフリー化を
実施した。また、2020年にオープン予定の大磯港の港版・道の駅「みなとオアシス」では、みんなのトイレを整備
するとともに、みなとオアシスエリア全体を車椅子等で移動できるようゆとりある歩行者動線を確保する等、ユニ
バーサルデザイン化を図っている。
【心のバリアフリー】
・地域交流と障害者に対する理解を深めるイベント「横溝記念まつり」をこれまで17回開催し、障害者の作品発表
や障害福祉活動の展示等を行っている。また、障害者週間には、街頭啓発活動として、町民に「広げよう　心のバ
リアフリー」のリーフレット等の啓発物品を毎年配布する等「こころのバリアフリー化」を推進している。

箱根町・神
奈川県
（神奈川
県）

エリトリア、
ブータン、ミャ

ンマー

【パラリンピアン等との交流】
・相手国選手が事前合宿で使用することを見据え、バリアフリー化された客室・トイレ・大浴場等を備える大学の
宿泊施設を新たに整備した。また、事前合宿時には相手国パラリンピアンや日本人パラアスリートを招き小中学生
等を対象としたパラスポーツを楽しむことができる体験会やイベントを予定している。東京大会終了後も相手国選
手や関係者を招いて継続的に交流を実施する。
【ユニバーサルデザインの街づくり】
・観光拠点である箱根湯本駅において、エレベーター、点字ブロックや多目的トイレ整備等のバリアフリー化を実
施した。また、星槎大学箱根キャンパスを中心としたユニバーサルスポーツツーリズム促進のため、施設のみでな
く周辺観光地を含めたバリアフリーマップを障害当事者の意見を聞きながら作成する予定。
【心のバリアフリー】
・車いすテニス指導者による講演会や、県内の車いすバスケットボールチームの協力を得た小中学生を対象とする
車いすバスケットボール体験会を開催した。また、ボッチャやゴールボール用具を町内すべての小中学校に購入し
授業や休み時間における利用を図るほか、パラアスリートの講演会を開催する予定。
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